
無底 と意志

J・ ベ ーメの意 志一形而 志学 の輪郭

薗 田 坦

序

ヤー コプ ・ベ ーメは 、通常、い わゆる ドイ ッ神 秘主義 の悼尾 を飾 る体系的思想家 と見

られる とともに、また ルネサ ンス期 における ドイ ツ自然哲学 思想 の大 成者 と も見 られて

いる。 これ らの両面 は、無論 ベー メ自身において は不可分 に結 びつ き、内的 に連 関 し合 っ

てお り、そ こに神秘 思 想あ るい は自然哲 学 と して きわめて独 自な 、のみ ならず のちの ド

イツ哲学へ の先駆 とい う意味 で も重要 な、彼 の思想 が成立 してい る。

その独 自な思想形成 の原点ない し根本動 因と して、 ベーメがす でに若 くして、善 と悪 、

愛 と憎 しみ、罪 とその 救い といった対 立的 な事実 に対 して鋭 い感 覚 と深刻 な反省 をもっ

た ことは、 よ く知 られ てい る ところであ る。 よ り一般化 して言 えば、彼 に とっての根 本

問題は、現実世 界 と人 間存在 における根 本的 な二元 的対 立 ・葛藤 の事実 と、それ らの根

源への徹底 した探索 とそれ に基づ く克服 とい うことであった。 この事実 を象徴 的に示す

のが、周知 の 、光 と闇 につい ての彼 の決定 的な神 秘体 験で ある とす れば(11、そ こか らそ

の源泉 に遡 って、その 対立 の克服 と絶対 的 な 自由 を求 めたのが、彼 の独 自な思想 の営み

であ った と言 え よう。

ベー メにおいて も、 悪や罪 の事 実か ら発 して二元 的対 立の源泉 を探 る思弁 は、当然の

ことなが ら一切 の根 源 で ある神へ と向け られ る。 しか もその際、 彼の思弁 はいわゆ る弁

神論的 な発想 に とどま らず 、む しろ ドイツ神 秘主義 の伝統 に従 って、 いわゆる神 をも越

え、い わば神 自身の根 底 にまで遡 源 し、そ の起源 を探索 せん とす る。 それは被造的万物

のみ な らず、神 自身す らもがそ こか ら起源す る、一切 の根 源 ・根 底 にまで遡 る ことであ

る。 そこは もはや神 と も言 われず、た だ無 と言 うほかはな く、 しか も一切 の源泉 ・根底

で あ りつつ、それ 自身 もはやいか なる根底 を ももたない。ベー メの 「無底」 とい う独特

な概念 は、 この事態 を表現 しようとす る ものであ った。
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「無底」 が この よう に無 に して、 しか も一 切 の根 源 ・原底で あ る とす れば、逆 にまた

神のみな らず、一切 の多様 と対立 もここか らの生成 ・発現 として捉 えられねばな らない。

根底へ の遡 源の問い は 、そ こか ら必然的 に、 生成 と発現 への問い を もた らす。 と りわけ

彼 に とって重要 な悪 や罪 とい う問題 も、 ここか ら根拠 づけ られ、 把握 されねば ならない

ことになる。端的 に言 って、ベー メにおい て この生 成 ・発現 は 「意志」 として捉 えられ

る。 ここか ら彼 にお い て、神 と世界 を含 む形 而上学 的思想の全体 が 「意志」 を通 じて、

根本 的に意 志的性格 の もの として構 築 される ことにな る。

ベ ーメの形而上学 的 な思想体系 は、 この よ うな 「無底」 と 「意 志」 とい う二つの根本

概念 の連 関のなかか ら構築 され、その全 体が意志 一形而上学(Willens-metaphysik)と い う独

自な性格 を帯 びて成立す る(Ll。無底 か らの意志的発現 のゆえに、その形而上学的体系 は、

い わばその うちにTheogonieとKosmogonieを 不 可分 な仕方 で含 み、無底 か ら世界創 造への

あい だには きわめて動 的な関係 が張 り渡 され る。以下 ここでは、 この よ うな無底 か ら世

界創造 にいたる動的 プロセス を四つの局面(Phase)に おいて捉 え、ベーメの意志一形而上学

と言 われる ものの輪郭 を描 き出す ように試み てみ たい。それ らは、ベ ーメにおけ る悪 と

自由の 問題へ の、準備 的考察 とい う意味 を もち うるであろ う。

1

ベー メの意志 一形而上学 の展 開におけ る第一 の局面 ない し:場面 は、無底 か らの意志 的な

ものの原初 的な発現 と して見 られる。上 述の ように、無底 は神 自身す らの根底 であ り、

もはや神 とも言 われず 、た だ無 と言 うほかは ないが、 しか もそれ は神 と、そ れに由来す

る全 自然 との源泉 であ り、原底 である。無底 は無で あるに もかか わ らず、一切 はこの無

底 か ら発現す る。逆 に また、 それが無 であ るがゆ えに、一切 は意 志 的な もの と見 られね

ばな らない。神 もまた この無底 か らの発 現 と して、 それ 自体 が無 底 的な意志 として見 ら

れ ることになる。 この 無底か らの神 の意 志的 発現の原初 的事態 は 、例 えば次 の ように語

り出 されて いる。

「無底(Ungrund)は 、永 遠の無であ る。 だがそれ は、 一つの欲動(Sucht)と して永遠 の

始源 をなす。実 際、その無 は、あ る ものを求 め る欲動なので ある。 しか もそこには、

もの を与 えるような何 かがあ るので はな く、む しろその 欲動 は、 ただ渇望す る欲動 と

して 、そ れ 自体 そ の ま ま … また無 で もあ って 、 ただ の意志 と して の みあ る」
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(Pans.1-1)(3}。

無底 は、 それ 自体 と して は永遠 の無 と言 うほかは ない。 しか しそれは、一切 の(神 自

身す らの)底 な き根底 であ る以上、永遠 の始 源で もあ る。無底 は無 であ るが 、 と言 うよ

りもまさに無で あるが ゆ えに、一切 の動性 の 原底 、 しか も無底 的原底 で なければな らな

い。そ して そこに現わ れ る最初 の発現 を、ベ ー メは 「欲動」 として捉 える。欲動 とは、

この底 なき深 み より生ず る原初の 欲 その もの の動 きであ る。欲=動 は、 ただ渇望 す る欲

動であ って、 そ こに は ひたす らに、あるいは た だやみ くもに求め る とい う渇望 のみがあ

る。それ は また、欲 の 激 しい昂揚 、熱狂 を も示 す(4)。渇望 の求 めは、 自 らの うちで ひた

す らに高 ま り、 自らの うちへ と引 き寄せ 、 自 らの うちに凝 り固 まる。渇望が この ように

自らのうちで昂揚 し、 自らの うちに凝縮 するとき、 その渇望の求 め自身がよ り明確化 し、

自覚的 とな り、そ こに よ り具体 的な意志 を生 み出 して くる。 この ような 「意志」 の出現

を、ベ ーメは続 いて次の ように語 る。

「この よ うに して 、今や欲動 は無 の うち にあ るが ゆえに、そ れはそれ 自身に、 あ る

ものへの意志 を生み 出す。 そ して この意志 は、思 考 として一つ の霊(Geist)である。意

志 は欲動 か ら生 じ、そ の欲動 におけ る欲動す る当の ものであ る。 とい うの も、 それは

自らの母 を欲 動 と して見出すか らであ る。 … この ように、意志 は 自らの母 を見 出

した ので 、今 やそれ は自 らのあ りか をもつ のである」(Pans.II-1)。

欲動 はそれ 自体.として無 であったが、その 動性 は自 らの うち に昂 じ、 自 らの内へ引 き

篭 も り、凝 り固 まるこ とにおいて、 自らをい わ ば外へ と現 わ し出 し、 よ り明確 な意志へ

と具現化す る。ただ盲 目的 に内へ と求 める ことか ら、次 第 に外へ と求め る、 つ ま り何 か

外 なるもの に向か う志向的 な働 きが そ こに顕わ になって くる。ベーメの言葉 で は、 「あ

る もの を求 める欲 動(SuchtnachEtwas)」 は、 「ある ものへ の意志(WilleZUEtwas)」 とな

るので ある。 このnachとzuと の使 い分けの うち に、欲望 におけ る勢位化(Potenzierung)が

微 妙 に捉 え られてい るこ とが 見て取 られ よう。

意志 は、 この ように して欲動 か ら生 じ、始 め て意志 としての明確 な形 を取 って くる。

とは言 えそれは、 まず欲動が あって、 ついでそ こか ら意志 が生ず る とい う ように見 られ

るべ きで はない。む しろ意志 は、ある ものへ の意志 として 自らを明確 化す る ことにおい

て、始 めて自 らが欲動 か ら生 じて きた ことを知 り、 その意味で始 めて欲動 を 自らの母 と

して、つ ま り自らが そ こか ら生 じて きた根底 と して見 出すのであ る。意志 はそ こで、 自

らがそ の欲動 の、欲動す る当の もの(SucherderSucht)で あるこ とを自覚す る。欲動 もま
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た、 この意志 の自覚 と結 びついて、意志 自身 の もとと して見 出され、 また 存立す る。意

志が 自らを意志 として 知 る知 と、欲動 を 自らの根 底 と して見 出す 知 とは、意志 自身の一

つの 自覚 内容 をな して い る。 このこ とに よって また、 「そこで 自 らを見出す場 を もたな

い」(Pans.1-1)と され た欲動 に対 して、意志 はここで 「自 らのあ りか」 を もつ と言 わ れ

るこ とになるのであ る。

意志 はまた、 この ような知 ない し自覚 をもつ こ とにおいて、一つ の霊(Geist)(5)、あるい

は意志二霊(Willen=Geist)と 呼 ばれ るこ とになる(Pans.III-3)。霊 とはここ で、 さ しあた っ

て思考 と言 われていた ように、何 らかの知的性格 を もつ ものを意味 している。 ここでベー

メは欲動 と意志の 区別 をはっ きりと語 る。 「意志 は一 つの霊であ り、 それは渇望す る欲

動 とは別 の ものであ る ことが理解 される。 … 欲動 は意 志の原 因であ るが 、ただ し認

識 も理知 ももた ない」(Pans.II-2)、 と。欲動 にお いては、未だ いか なる知 もな く、いわ

ば何 を求 め るか とい う その対象 す らも知 らな い。 その意 味でそれ は まさに盲 目的な、や

み くもな欲動であ った。 それに対 して、意志 は今や理知 あるいは悟性(Verstand)を 帯 びた

ものであ る。言いか えれば、欲動は この ような理 知あ るい は自覚 を備 えるこ とにおいて、

自らを意 志 として明確 化 し、具体 的 な意志(あ る ものへ の意志)と して現 われる。ベ ー

メにおいて、意志 は明確 に意志 となる とき、本性 的に知的性格 を もった もの として見 ら

れ るのであ る。

意志 は さらに、 この理知 に よって、欲動 を 自 らの母(原 因)と して見 出 し、 また 「自

らの うちで本質 をなす もの」(Pans.II-2)と して知 る。そ してその限 りで 、意志 は 自分 を

産 む欲動 を支配 し、 「その母の うちで支配 す る者(Herr)で ある」(ebd.)。 こ こに も欲動 と

意志 の独 特 な関係 が示 されてい る。意志 は、欲 動 を自らの原 因な い し本 源 と して知 り、

その限 りで は欲動 に対 して支配す る者 、つ ま り主(Herr)たる関係 に立つ。 しか し意志 は、

まさにそ こか ら自 らが生 じて きた本源 ない し本 質 を欲動の うちに知 るのであ る。意志 の

本 質をなす もの は、 あ くまで も欲動であ り、 意志 の意志 的生命 は、 まさに欲 動の動的生

命に由来 している。その限 り意志は欲動 に対 して、いわ ば従である と言 うこ ともで きる。

しか しまた、意志 は欲 動 か らの躍動す る生命 に貫 かれ、その母 な る生命 に生 か され てい

る限 り、両者 を貫 く意志 的生命 は一つ である とも言 えよう。

ベーメ にお ける欲 動 と意志の関係 は、 以上 の ように無底か らの原初 的な意志的発動 の

ダイナ ミズ ムを示 して い る。欲動 は意志 の生 命 的本質 をな し、意 志 はその欲 動 を自 らの

根 底 と しつ つ、欲動 を理知的 に支配 し、意志 として発現す る。両 者 はいわ ば相互 に転 入
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し合 い、根 本的 に一 つ の事 態であ って、それ ゆ え 「いずれが より先 で もな く、両者 は と

もに始 ま りを もたず、 またつねに一方が他 方の原因 とな り、そ こには永遠の紐帯が ある」

(Pans.皿 一3)とも言 われ る。 そ してその全 体 は一つ の意 志 であ り、 しか もその全体 が無底

から生ず るのであ るゆえに、ベーメは これ を 「無底的意志」(Grat.1-4)》(6)とも呼 んでい る。

ベーメ は しか しこの 動的 な事態 を把握 し説 明す るために、 これ を意志 と欲動 とにい っ

たん区別 し、 その両 者の 相関関係 として示 した。 そ して彼 は、 この意 志あ るい は意志 二

霊 を 「神」 と呼 び、欲動 の生命 を 「(神 の)自 然」 と も呼 ぶ(Pans.皿 一3)。それ らの特 質

は、 「それ ゆ えまた意志=霊 は無底の永 遠 なる知 で あ り、欲動 の生命 は意志 の永遠 なる

本質であ る」(Pans.皿-4)と も特徴 づけ られ る。 あるい は また、 これ らが ともに生 命 と見

られ る場合 には、 「霊=生 命」 と 「自然=生 命」 とも呼 んで いる(Pans.IV-8,V-1)。 いずれ

にせ よ、 これ らは一つ の根源 的な事態 にお け る二つ の原理 であ り、 これに よって神的顕

現 の内的構造 とその動 性が示 されている と言 えよう。 以上 が神 的 な意志 、つ ま り意志 と

しての神 の顕現 におけ る第一 の局面(Phase)の概要 であ る。

II

無底か らの発 現 と して、 「神 的な意志」 あ るいは端 的に 「意志 と しての神 」の最初 の

顕現が見 られた。繰 り返す まで もないが、 そ れは欲動 と意志 との 相互 的な動的関係 を含

みつつ、 しか もその全 体が無底 か ら発現す る一つ の生命 に よって 貫か れた、一つ の無底

的な意志 である。 ここには今 や、意志 とい うあ り方が明確 に現 われ出て きている。

意志が よ り明確 な仕 方で現 われ出て きたと いうこ とは、先 に も言 った ように、それが

(欲動で あるに とどま らず)、 「あ るものへ の意志」 とな り、そ の志 向的なあ り方 をよ

り明確化す る とい うこ とで あ り、同時 にまた、 それが意志 として 自覚 的にな ること とも

結 びつい ている。 この ことは言 いか えれ ば、 意志 自体 が何 らかの 意味 で知 的側面 を もつ

ことに他 な らない。上述 の よ うに、意 志がその ま ま霊 となる こ と、あ るい は意志 二霊 と

して、理知 を帯び た もの と見 られ ることで あ る。意志 は何 か を意 志す る ことにおい て、

自己 自身を知 り(自 覚 し)、 その ことにお い て自己 を現わす(形 成す る)。 何 か を欲 す

ることを通 じて 自己 を現 わ し出す とい うとこ ろに、意志の本質的 なあ り方があ る。意志

の本性 は 自己の顕現 ない し発動にあ り、 ここでの神 的意志 もまたその ような本性 を もつ。

ベ ーメはこの意志 を 「第一 の意志 」 とも呼 ぶが 、それは ここで 始め て明確 な仕方で意志

一117一



となったこ とを意味す ると ともに、その意志 の さ らなる顕示 によ って 「第二 の意志」が

生ず ることを予示 し、そ の ものに対 してまさに第一 なのであ る(Grat.1-5)。

ここか ら、神 的な意 志 における第二の局面 が 開か れて くる。そ れは意志 としての神 に

おけ る、神 的意志 自体 の 自己展 開ない し自己 形成が なされる場 面 であ る。ベ ーメの思弁

において、 そこに彼独 自な神生成論(rheogonie)が 展 開される ことにな るが、 しか も当然

の ことなが ら、それは伝 統的 キリス ト教 的な 神的三一論 と重 ね合 わせ て見 られて くる。

しか しまたその神 におけ るgeneratioは 、あ くまで も意志 に よるそ れであ って 、 その動性

の原理 は第一 の局面 におい て見 られ たの と同様 の、意 志的な ものの独特 のDynamikに 基

づ くものであ る。 この第二の局面 について も少 し内容 的に見てお こう。

さて、神的意志 の発 動 ・顕現 は、今 やその 意志的本性 に従 って 、何 ものか を求 め、捉

えん とす る。 しか しな が ら勿論、 ここにはい まだ神的意志以外 の何 かがあ るわけではな

い。それゆ え神的意志の発動 は、その意志が 自己 を捉 え、 その ことによって 自らを知 り、

見 るこ とであ る。逆 に言 えば、神的 な意志 は こ こで、 自己 を知 る とい う仕 方で 自己 を捉

え、逆 に また 自己 を捉 えん として 自己 を見 る こ とにおいて、い わ ば自己 を二重化 し、自

己を現わ し出す。 意志的 な ものは、知的 な もの を媒介 として、それ 自身 を顕現 す る。ベ ー

メの言葉 では、 自己 の把捉(fassen)は 、 自己 自身 の産 出(gebaren)と して考 え られ る。神 的

意志 は、 ここで も自己 の 内へ と捉 えることにお いて、 自己 をいわ ば外へ と産み出 し、現

わ し出す のである。

この よ うな事 態 を言 い表 わす べーメ独 特の きわ めて具象 的な表 現 を挙 げてお こう。例

えば彼 はこの事態 を、意志が霊 に よって 自ら懐胎す る(richschwangern)と か、孕 んでい る

(schwangerrein)と 表現 し、その産出 は意志 自体 の うちで生 じ、 それ 自身の うちに とどま

る、 と語 る(Pans.N-3,4)。 ここで意 志の産 出の うちに、す で に必然的 に産 む もの と産 ま

れる もの(つ ま り父 と子)と い う契機 が生 じてい るが、 同時にそ の産出があ くまで も意

志 の うちで生 じ、意 志 自らが そ の保有者(Behalter)で ある ことが 強調 されてい る(Pans.IV-

4)0

さらに別 のテクス トで は、やは り同 じ事態 を表わす形象 としてベー メが好 んで挙 げる、

一つ の眼(Auge)あ るい は鏡(Spiegel)とい う馨 喩が見 られ る(Sexpunc
.1-8,9)(71。ここにい う

眼 あるいは鏡 は、 その本 質的生命で ある見 る こと(映 す こと)が 、 その見 ること自体 の

うちにあ り(ebd.)、しか もその見 るこ とのうちに何 もの をももち込 まない(ibid.1-8)、 と

語 られる。今 これ らについ て詳述 する ことはで きないが、要す るに先の意志 のあ り方が、
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その見る(映 す)働 きがそれ 自身 のうちで、 しか もそれ 自身の うちか ら、そ の見 られ る

もの(映 され る もの)を 生 み出 し、その こ とを通 じて 自らを見 る(映 す)と い う、その

ような永遠 なる眼ない し鏡 によって、形 象的 ・讐喩 的に表 わ され てい る と言 うことがで

きよう。そ してそ こか ら次の よ うに語 られ る。

「われ われは ここに、無底 的な知恵 をそ なえた、神 的三性の 永遠 なる本 質 を理解す

る。永遠 なる意志は 眼 ない し鏡 を捉 え、そ の眼(鏡)の なかで 永遠 の見 る こ とが この

意志の知恵 としてあ るが 、この永遠な る意 志 は、 父であ る。そ して この知恵の うちで

永遠 に捉 え られた もの は、子 あ るい は核 心で あって、そ こにお い てこの把 捉 は、 それ

自身 の うちに根 底あ るいは中心 を、無底 か ら根底へ と捉 える。 とい うの も、 この捉 え

られ た ものは、生命 の言葉 あるいはその本 質性 であ り、意志 は そのなかに光輝 ととも

に現 われるか らで ある」(Sexpunt.1-15)。

すで に明 らか なよう に、 ベーメ はここで上 に見 て きた神的意志 のあ り方 を、 そのまま

キリス ト教 的な神 の三 一論 といわ ば重ね合 わせ て理 解す るわけで ある。意志 はここで 自

らを見 、 自己 を捉 える こ とに よって、 自 らの うちに新た な意志 を産 む。第一の意志 は、

ここで別の、第二 の意 志 を産むのであ る。 しか もベー メはこの第二 の意志 を、意志 自身

の核心(Her,乙)あるい は中心(Centrum)と みな し、 さらに無底 的な意志 が こ こで始 めてその

根底(Grund)を もつ と考 える。 しか もこの ような第一の意志 と第二 の意志 の関係 は、神 に

おけ る、い わゆる父 と子 との関係 と して も見られ るので ある。意志 としての神 において、

その父な る神 は、そ の子(を 産 むこ と)に おいて始め て、 その神 としてのHerzを 、いわ

ばその核 となる中心 を明確 な形で もつ。意志 自体は無底 に起源 し、いわ ば底 な しとい う

本性 をもって いたが、 今やそ の子 において、 またそ の子 を産む とい う仕方で 、始 めてそ

の意志 としての存 立の根 底あ るいは基底 を構 えるので ある。父は その子 にお いて、その

子 をもつ こ とにおいて 、始め てその存 立 を明確 に し、確定 する と も見 られ よ う。 こうし

た理解は、通常 の三一 論か らす れば、恐 ら くか な り独特 な もの と言わね ばな らないであ

ろ う。

なお、 こ う した神 におけ る子 は、ベー メにおいて また言葉(Wort)と も呼 ばれ るが、 こ

れ も伝統 的な 「神 の言(VerbumDei)」 とい う理解 に立脚す る ことは言 うまで もない。 し

か もベ ーメは 、こ の神 の子 としての 言葉 に格別 の重要 性 を見 出 して い る。例 え ば彼 は

「言葉 はその(永 遠:なる霊 の)中 心、 あるいはそ の座(Sitz)であ り、 また一 つの核 心 と し

て 中央 にある 。言葉の霊 は、永遠 なる 第一の意志 に本源(urstanden)し 、それ は本 質 的生
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命 の不思議 を開示 す る」(Pans.N-8)と も言 う。 この ような 「言葉 」の もつ 内実 と意義に

ついて は、 のちに第三の局面 に関連 しZよ り詳 しく取 り上げ るで あろ う。

さて、先 に引 用 した 父か らの子 の産出、あ るい は無底 か ら根底 への把捉 についての箇

所 に続い て、ベ ーメは さらに霊 について語 る。無論、 ここで語 られる霊が、 いわゆる神

的三一論 にお ける聖霊 を意味 しているこ とは 明 らかで ある。 しか しベー メにおけるその

特 質や意義 は必ず しも分か りやす くはない。例 えば彼 は、

「それ(霊)は 、何 もない と ころで つ ねに見出すFinder(見 出す者)で ある。 この

もの は、根底 の中心 か ら再 び外発 して、意 志の うちで探索 す る。その とき、眼の鏡 は、

父 と子の知恵 として顕わ になる」(Sexpunt.1-16)

と言 う。恐 ら く先 の二 つの意志 をまさに父 と子 として見出 し、両 者 を一つの生命 に結 ば

れ た もの として見 るのが 、霊(聖 霊)の 働 きであろ う。霊 は、両 者 を父 と子の関係 とし

て見 出 し、 自らに顕 わ にす る(つ ま り自覚す る)が ゆ えに、 まさ に 「見 出す者」 と呼 ば

れ、 またその意味で霊 なのであろ う。霊 は、 根底(子)か らもう一度外 に出て、意志 を

探 り、 そ してその(父 と子 としての)内 実 を見 出 し、顕 わ し出す 。そ の限 りで霊は、父

と子 を繋 ぐ生 命的紐帯で ある と言 うこと もで きよう。

神的 な意志 の 自己展 開 は、ベ ーメにおいて 、以上 の ように神 的 三一論 に対応 して捉 え

られてい る。 しか しそ こには独 自な神 生成論 が見 られ、 しか もそ れ はあ くまで も意志 を

通 じての生成 であ り、関係で ある。 この ことが第二 の局 面の根 本 的特 質であ る。

皿

上述 の ように、ベ ーメの意志一形而上学 の第二の局面 にお いて、 「神 的 な意志」 ない し

「意志 としての神」 は、 いわば意志 と しての 自己内展 開 を成就 した。神 は ここで 自 らの

根 底 を確保 し、 また神 としての 自己性(Selbheit)を確 立す ると見 られる(Grat,1-12)。 この

ことはまた、 先に意志が 意志=霊 と して 見 られた関 連か ら言 え ば、今 や霊が 明確 な仕方

で永遠 なる(神 的 な)霊 と して現 われた ことで もある。ベーメ におい て、霊 の本質 は見

る こと(dasSehen)に あるが、今や霊 は自己を見 る ことにお いて自己 を生み、 しか もその

見られ る自己が見 る自己に他な らないこ とを知 る。霊 の内への還帰が外への現 出であ り、

またその逆 で もあ って 、 ここで も先 に欲 動 と意志 にお いて見 られ た内へ と外 へ との独特

な動的構 造が見 て取 られ る。それ は霊 が霊 と して 自らを知 るこ と、あ るい は霊が霊 とな
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ることで ある。

端 的に言 って、 ここ にはべ ーメの永 遠 なる霊(神 的な霊)に お け る自覚 の構 造が示 さ

れている と見 るこ とがで きる。神 的な意志は、 その三一的展開を通 じて霊と して完 結 し、

かつ働 く。ベー メはこの事態 を、 「ここで父 と子 と霊 は うち に互 い に見合 い、 また見 出

し合 う。 そ してそれ は、神 の知恵あ るい は観 照 と呼ばれ る」(Gra.1-6)と 言 う。それ は、

神 における永 遠な る自己観 照(Beschaulichkeitseinerselber)(8)であ り、それ に よってそ こに

生ず るのが、神の知恵(Weisheit)で ある。 また神 はそこに永遠 な る喜悦(Lust)(91を見出す。

喜悦 とは、神 が 自らこ のよ うな 自己観照 を享 受 し、そ こで充足の うちにある ことを示す

もので あろ う。

しか しなが ら、 こう した神 の 自己観照 は単 に静止 的な状 態で は な く、また単な る自己

充足 に留 まる もので もない。それ どころか、 神 的意志 は うち に動 性 を孕 むのであ って、

霊 と しての その 自己観 照 において 「もろ もろ の力 を もって自己自 身 と戯 れ(spielen)、そ

の力 のう ちで、神 的な喜 悦 におい て自己を形成(Formungen)へ と導 き入 れる」(Grat.1-

14)。この ような神 的意志 にお ける新 たな働 き、 さ らなる発動 が、いわ ゆる神 の世界創造

とい う事態 に連 なるこ とは、すでに推測す る に難 くないであ ろう。 も ともとべー メにお

い て も、 「神 は無 に して一切 であ り、 しか も世界 と全創造 がその うちに存 する唯一 なる

意志 で あ る」(Grat.1-3)。 この神 的 な意 志 の う ちに、 全創 造 は 「そ の始 源 と根 源態

(AnfangandUrstand)」((rrat.1-14)を もつ のである。

ここに今や、ベ ーメの意志一形 而上学 におけ る意志 的発現の第三の局面 が開かれ て くる。

その発現 が見 られ るい わば場面 は、なお三一 的な神 の うちであ る。 しか しそ こに は創造

とい う新 たな契機が現 われて くる。神は ここで始 めて、世 界 とい う神 な らざ るもの を産

出 し、 そこへ と顕現す る。 もっ とも、ベ ーメ にお いてこ こでの創 造 は、直 ちにいわゆ る

被造 的世界 のそれで は な く、さ しあた って なお神 の うちでの、い わ ばその原型(彼 の言

葉で言 えば、天上的世界 あるいは天使の世界)の 創 造、言 うな らば原 一創造で ある。 では

それ はい かに生ず るの か。 この第三の局面 にお ける意志 の動性 に つい て も、その内容 を

要点的 に見 てお こう。

先 に見 た ように、意 志で あ り霊 で もあ る三 一的 な神 は、その 自己観照 において永 遠 な

る知恵 を生 み出すが、 このこ とと結びつい て、父 ・子 ・霊 の三性 は、全体 として一つの

力あ るい は生 命 と して見 られ、そ こか ら知恵 の現 われその ものが 、 この力 の働 きと して

捉 え られ て くる。 知 恵 を生 み 出 すの は 、 も とも と神 が 自 らを把 捉(fassen)し 、 観 照
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(beschauen)す る働 きによっているが、 この ことは言 いかえれば、神が 自 らを知恵の うち

で把 捉す るこ とで もあ る。 ベーメ はこれを 「自己 自身の形像の把 捉」((iaL.工一1⑤と呼 び、

またその働 きその もの を神 の想像 力(dieg6ttlicheImagination)と も、 また神の 自己内形像

化(dieinsichselberBildung)と も言 い表 わす(Grat.1-16,17)。 これ らの うちに示 され ている

形像 あるい は像(Bildnil3,Imago)は 、本来的 に は神 自身の像 であるが 、それ はま さに神 の

無 限なる可能性 を現 わ す像 であ ることにおい て、それ らは万物 の原像 、すなわ ち創造 の

始源 と根 源態 をなす もの とも見 られるのであ る。

この事 態 をもう一度 、力 の働 きとい う観点 か ら見 直 してみ よう。無底 的な意志(父)

が 自 らを根底(子)へ と把捉 し、その両者が 霊 において一つの生 命 と して 自覚 され る と

い う関係 を、ベ ーメは力 とい う観点か ら次 の ように言い表 わす 。

「そ こで無底的 な意志 は一 つの根 底へ と、す なわち沸 き立つ 力へ と自己 を導 き入 れ

たのであ った。力へ と向か う意志 は、 この沸 き立 つ力 を、力の うちか ら外へ と吐 き出

す。 その発 出が神の 霊 と呼 ばれ、それが第 三 の働 きを、すなわ ち力 における生命 ない

し躍動 をなすのであ る」(Grat.1-13)。

先 に神 的三一論 にお いて、父が子 において 自らの根底(中 心 ま たは核 心)を もつ とい

う、いわ ば存在論 的な 関係 と して見 られた こ とが、 ここでは改 め て、父が子 において 自

らの力 を生 む(顕 わ し出す)と い う力動 的関 係 として捉 え直 され る。力その ものの源泉

は父の無底的意志 であ るが、それが まさに一 つの力 と して顕現 す るのは、子 にお いてで

ある。父のimplicitな力 は、子 におい て始 めてexplicitに力 となる。 しか もこの力 は父 の無

限なる力 に起源 し、そ れを顕現す る ものであ るゆえに、 うちに一 切 の(無 限な る)力 を

含 んでい る。それ ゆえ.それはexplicitには力(Kraft)であ りつつ、implicitには諸力(Krafte)で

あ る。子 の力 は、 うち に一切 の神 的力 を内含 す るのである。そ して この力 の観 点か ら見

られ た父一子の関係 は、 さらに霊の発 出に よって外 に顕わ し出され、その関係 その もの

と諸力 もまたexplicitに諸力 として顕現す る。 この諸力 の顕 現が知恵 に ほか な らない。そ

の意味 で、知恵 は また 「吐 き出された諸力(ausgehauchteKrafte)」(Grat .1-14)と も言わ

れる。

以上 の ように 、父一子 一霊 の関係 は力 とい う側面か ら見直 され、それ らの力 の発 現 と し

て、知 恵 とい う ものが捉 え られる。神 の うちで は、 と くに子が 「知恵 の力」(Grat.1-

12)、言 いかえれ ば知恵 を生 み出す力 と して、いわば中心的 な位置 を占め る。そ して この

力の働 きが、先 に述 べ た神 の想像力 、あるい は神 にお ける形像化 ない し形成の働 きに他
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な らない。 これ らによ って知 恵の うちに生 じる形像 ない し像は、 言 うまで もな く、そ こ

か ら被造 的世界 が生ず る、 その万物の原像で ある。

ベ ーメにおけ る第三 の局面 は、 この ように 「神 の想像 力」 と 「知恵の形成」 が合わせ

考 えられ る ところで、創 造 の始源 と根源態 をなす もの と見 られる⑩。知 恵は こ こで、万

物の創造が そこか らなされる母胎(Matrix)、 あるいは原 自然(Urnatur)とい うべ き事 態で あ

る。そ こか らの問題 は、一 口に言 って、一 と多の 関係 、または一 か らの多 の成立 とい う

点であ る。神 は、その 三性 の形成 に もかかわ らず、根本 的には一 な る神、 唯一な る意志

であ り、知恵 もまたそ れ 自体 としては一であ り、神 の一 を離れ る もので はない。 とは言

え上述の よ うに、知恵 が 「吐 き出 された諸力 」 と見 られ、それが 万物の創造 の根 源 と考

えられ る限 りでは、そ こに多 の形 成 とい う側 面が含 まれてい るこ とも明 らかであ る。 こ

こに知恵 の形成 とい う ことに結 びついて、一 か ら多へ の展 開、あ るい はべ ーメの言葉で

は、一 なる力 の(多 へ の)分 開ない し分 開性(Scheidung,Schiedlichkeit)と い う事態 が問題

とな って くる⑪。

と りあ えず 、 この問 題 に関連 してベー メが しば しば論及 する事 態 を一つ だけ挙 げてお

くな ら、それは伝 統 的キ リス ト教的な、神 の子 としての言葉(Wort)の 理解 で ある。先 に、

神 にお ける子は 「知恵 の力」 とされ たが、それ はまた言葉 として も捉 え られ る。言葉 は、

父なる神 の語 る、 しか も神 の無限なる力 を含む一 なる言葉 であ るが 、その一 なる言葉 は、

さらにそ の うちか ら無限 に多 くの もの(力)を 語 り出す(aussprechen)こ とがで きる。そ

れゆ え 「これ らの諸力(Krafte)は、すべ て一つの力(EineKraft)に 含 まれ るが、 これが言 葉

の根 源態(UrstanddesWorts)で あ る」(Grat.II-8)と 言 われ る。そ してベ ーメは この言葉 の

うち に、 「神 と自然の顕示 の全根底」(ebd。)が含 まれてい るとみ なす のであ る。彼 におい

て、言葉 は単 なる警喩 に とどま らない、神的 な知恵 と力 の発動 の 実在 的 な動性 を顕 わす

もの と して受 け取 られ てい るように思 われる 。 この言葉 のさ らな る展 開の動性 とそ こか

らの多性の形成 、つ ま り分開性の 問題 に関 して も、独特 な思弁 が展 開 され ているが 、 し

か しすで に予定 の紙 数 を超過 した ので、それ らとそれ に続 く諸展 開について は稿 を改め

て論 ず ることに したい。

おわ りに

ベーメの意志-形 而上学 にお ける、無底 か らの意志 の発現 、あるい は意志 的な ものの勢
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位化のあ りようを、そ の四つ の局 面 を想定 して順次考察 して きた 。考察 はなお途次 にあ

り、第三 の局面 の半ば にに して終 わ らざるを得 なか った。 ここで の知恵 の形成 として見

られた創造 の始 源ない し根 源態 は、いわば なお神の うちの永遠 の事 態であ って、非 自然

的、非被造的 な 「永 遠 の 自然」で あ り、いわ ゆ る被造 的、 自然 的 な世界、 あるいは 「時

間的、始 ま りのある 自然(diea㎡angliche,zeitlicheNatur)」 の成立 は、 と くに 「堕落」 と

い う事 態 と結 びつ いて、第四の局面 として さらに考察 されねばな らない。

しか しここで考察 された範囲内で見 て も、神 的無限 ない し無底 か ら発す る意志 的な も

のの発現 は、そ の霊 と しての 自覚の構造 を通 じて、そ こか ら必然 的に世 界創造 にまで到

る筋道 を示 してい る。ベーメにおい て、いわばTheogonieとKosmogonieと は必然 的 に結 び

つ き、 しか もその全体 が、 無底 か らの意志 の発現 とい う一つの動 性 に よって貫かれ てい

る。 そこに見 られ る意志 ない し霊(精 神)の 動性は、 なお素 朴 でbildhaftな把 握 ない し叙

述 に とどまってい るが 、 しか しその うちに、 の ちの ドイツ哲学、 例 えばフ ィヒテ、 シェ

リング、そ してヘーゲ ル らに よって きわめて 論理的 かつ精緻 に純 化 され展 開 され る諸思

想の、 い わば その原初 的 な原型 を見 て取 る こと もあ なが ち不 可 能で はな いであ ろ う。

(未完)

註

(1)ベ ー メはすで に少年 時代 か ら、 しば しば特異 な心 的体 験や霊 的幻視 を もち、そ の後 もかずかず

の神秘体験 をな したが 、 と りわけ25歳 の とき、い わば決定 的な直視体 験 に遭遇 した ことは周知

の通 りで あ る。 ここで彼 は 「神 的な光 に捉 え られ 、(妙 なる光 に輝 く)錫 の容器 に しば し見入

るうち に、彼 の煙 め く魂 の霊 とともに、 自然 の最 内奥の根底 あ るいは 中心へ と導 き入れ られた」

とされ、 それ に よって彼 は 「あ らゆる存在の本 質、根底 と無底 、さ らには聖 なる三重性 の誕生 、

この世 界お よび全被 造物 の由来 と根源態 とを、神 の知恵 を通 じて見、 かつ知 った」 と言 われて

い る。ベ ーメの根本 直観 は この よ うな神秘 体験 に よって到 達 され、彼 の独 自な哲学 的思想形成

への基 盤iはこ こに確保 された と見 る ことがで きる。Cf .A.v-Frankenberg,Dθvitaetscnptuoder

耽 菰o露∫凶θrBθガc耽⑳oη4θ解五θ68ηπηゴ&乃 彫 θη.7αco6Bδ乃解θη∫,ll.JacobB6hme,SamtlicheSchriften

(以下 、Schriftenと 略記)Bd.X,S.IOf.J.Bohme,TheosophischeSend=Briefe12,8.SchriftenBd.IX,S.

44.

(2)ベ ー メの思 想 を 「意志 」 によ って 特徴づ ける 例 は 、古 く はヴ ィ ンデ ルバ ン トが 、ベ ー メの

「意志 的根 本見解(seinevoluntaristischeGrundauffassung)」(W.Windelband,DieGeschichteder
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無底と意志

neuerenPhilosophiel878,1922,Bd-1,S.116)を 強 調 した 場 合 や 、 エ ー レ ル トの 著 作 の 表 題 『ヤ ー

コ プ ・ベ ー メの 意 志 的 神 秘 主 義 』(WEIert,Dievol麗aristische殉 ∫`f好ασoゐBδ厩 θ∫1913)に 見 ら

れ 、 そ の 後 に も 、 グル ン ス キ ー の論 文 名 の な か に 「ドイ ッ 的 意 志 の 哲 学 」 と い う表 現 が 見 ら

れ る(H.Grunsky,JacobBohmealsSchopfereinergermanischenPhilosophiedesWillens1940)。

(3)J.BohmeMysteriumpansophicum,SchriftenBd」V.(以 下 、Pans.と 略 記 し、 本 文 中 に そ の 章 と節

の み を示 す)。 な お 引 用 中 の 傍 点 は筆 者 に よ る 。 以 下 も 同 じ。

(4)「 欲 動 」 と訳 した 〈Sucht>と い う語 は 、 も と も と語 源 的 に はsiech(英 語 で はsick),Seucheな ど

と 同 根 の もの と 見 られ る 。 そ れ らは い ず れ も、 一 種 の 病 的 な 激 し い 昂 揚 、 熱 狂 の状 態 を示 す

語 で あ る 。 こ こ か ら例 え ば 、Sehnsucht,Eifersuchtな どの 語 が 理 解 され る 。 ベ ー メ は こ れ を欲 望

の 最 も原 初 的 な発 動 の あ り方 を 表 わす もの と して 用 い 、 し か も欲 求 、 求 め(Suchen)と い う意 味

に結 び つ け て こ れ を解 釈 し た の で あ る 。

(5)Geistは 、 ベ ー メ の 用 語 の な か で は 「霊 」 と訳 し、 「精 神 」 とは しな か っ た 。 そ の理 由 は 、 一

口に 言 え ば 、 「精 神 」 で は あ ま りに も近 代 哲 学 的 な ニ ュ ア ン ス が 強 くな り過 ぎる か らで あ る 。

しか し以 下 の 考 察 に 見 られ る よ うに 、 ベ ー メ が 「霊 」 に 関 して 展 開 し た理 解 が 、 の ち の ドイ

ツ哲 学(と く に ヘ ー ゲ ル や シ ェ リ ン グ)に お け る 「精 神 」 の 概 念 に 連 な る 内 容 を含 む こ と は

明 白 で あ ろ う。

(6)JB6hme,Deelectionegratiae,oderVonderGnaden-Wahl,SchrifzenBd.VI.(以 下 で は 、(rrat.と 略

記 し、 本 文 中 に そ の 章 と節 を示 す)。

(7)J.Bohme,SexpunctatheosophicaSchrifzenBd.IV,(以 下 、Sexpunt.と 略 記 し、 同 じ くそ の 章 と節

を 示 す)。

(8)ベ ー メ に は 、"TheoscopiaoderdiehochtheurePortevongottlicherBeschaulichkeit"(著 作

ChristosophiaoderderWegzuChristo所 収)と 題 さ れ る小 論 考 が あ る 。Cf.SchriftenBd.IV.

(9)Lustと い う語 は 、 ベ ー メ にお い て さ ま ざ ま な 連 関 で 使 わ れ 、 広 い 意 味 で 「喜 び 」 を表 わ す が 、

いわ ゆ る 欲 望 に 伴 う快 楽 、 享 楽 と は 区 別 して 、 こ こ で は神 の 観 照 に お け る 静 か な 喜 び と して 、

こ れ を喜 悦 と訳 して み た 。

(io)こ の よ うに 考 え れ ば 、 「神 の 想 像 力 」 と 「知 恵 」 と は、 そ れ ぞ れ神 的 創 造 に お け る 、 い わ ば

形 相(Fo㎜)と 質 料(Materie)に 相 応 す る もの と見 る こ と もで ・き よ う 。

(11)分 開 、 分 開 性 に つ い て は 、Grat.1,II,Theoscopiaな どで 詳 論 され て い る。

〔京都大学教授〕
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